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小
説
と
現
実
の
同
時
発
生

英
語
で
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
心
理
学
者
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
が
提
唱
し

た
概
念
で
同
時
発
生
と
翻
訳
さ
れ
、
意
味
の
あ

る
偶
然
の
一
致
と
説
明
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
の

作
家
Ｍ
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
が
一
八
九
八
年
に
豪

華
客
船
が
大
西
洋
上
で
氷
山
に
衝
突
し
て
沈
没

す
る
と
い
う
内
容
の
小
説
を
発
表
し
た
。
そ
れ

か
ら
十
四
年
後
に
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
が
氷
山

に
衝
突
し
て
沈
没
し
た
が
、
小
説
の
客
船
の
名

前
は
「
タ
イ
タ
ン
」
で
あ
っ
た
。

し
か
も
タ
イ
タ
ン
の
全
長
は
二
四
四
メ
ー
ト

ル
で
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
は
二
六
九
メ
ー
ト
ル
、
エ

ン
ジ
ン
の
出
力
は
四
万
馬
力
と
四
万
六
千
馬
力
、

船
内
の
防
水
区
画
は
十
九
と
十
六
、
乗
客
定
員

は
両
船
と
も
三
千
人
、
衝
突
し
た
と
き
の
速
度

は
二
五
ノ
ッ
ト
と
二
三
ノ
ッ
ト
と
い
う
よ
う
に
、

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
小
説
は
未
来
を
透
視
し
た
よ

う
な
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
シ
ン
ク
ロ

ニ
シ
テ
ィ
は
科
学
の
研
究
や
技
術
の
開
発
に
お

い
て
も
数
多
く
存
在
す
る
。

微
積
分
学
を
発
明
し
た
二
人
の
天
才

微
分
と
積
分
の
原
型
は
三
千
八
百
年
前
の
古

代
エ
ジ
プ
ト
の
パ
ピ
ル
ス
に
面
積
や
体
積
の
計

算
方
法
と
し
て
記
載
さ
れ
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
で

は
紀
元
前
五
世
紀
の
エ
ウ
ド
ク
ソ
ス
や
紀
元
前

三
世
紀
の
ア
ル
キ
メ
デ
ス
な
ど
が
考
案
し
て
い

た
。
古
代
中
国
で
も
劉り

ゅ
う
き徽
が
円
形
の
面
積
を
計

算
す
る
方
法
と
し
て
開
発
し
て
い
た
し
、
日
本

の
江
戸
時
代
中
期
の
数
学
者
関
孝
和
も
和
算
の

一
部
と
し
て
微
分
と
積
分
の
概
念
を
記
述
し
て

い
る
。

し
か
し
、
現
在
の
数
学
で
利
用
さ
れ
る
微
分

と
積
分
の
概
念
や
方
法
は
十
七
世
紀
に
活
躍
し

た
二
人
の
天
才
Ｉ
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
と
Ｇ
・
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
発
明
し
た
も
の

で
あ
る
。
当
時
は
現
在
の
よ
う
な
便
利
な
情
報

伝
達
手
段
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
イ
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ギ
リ
ス
で
生
活
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
と
ド
イ

ツ
で
生
活
し
て
い
た
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
相
手
の

研
究
内
容
を
入
手
す
る
こ
と
な
く
独
自
に
考
案

し
て
論
文
を
発
表
し
て
い
た
。

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
は
一
六
八
四
年
に
『
極
大
と

極
小
に
つ
い
て
の
新
規
の
方
法
』
で
微
分
に
つ

い
て
、
八
六
年
に
は
『
深
遠
な
幾
何
学
』
で
積

分
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
る
。
一
方
、
ニ
ュ
ー

ト
ン
は
八
六
年
に
『
自
然
哲
学
の
数
学
的
諸
原

理
（
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
）』（
図
１
）
で
微
積
分
学

を
発
表
し
て
い
る
。
当
時
の
情
報
伝
達
状
況
か

ら
は
同
時
と
い
っ
て
も
い
い
が
、
現
在
、
微
積

分
学
で
使
用
さ
れ
て
い
る
数
学
記
号
は
ラ
イ
プ

ニ
ッ
ツ
が
使
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

二
時
間
差
で
天
国
と
地
獄
に
な
っ
た
電
話

電
気
を
利
用
し
て
文
字
を
伝
達
す
る
技
術
は

テ
レ
グ
ラ
フ
と
命
名
さ
れ
、
十
八
世
紀
中
頃
か

ら
研
究
さ
れ
は
じ
め
た
が
、
実
用
に
な
っ
た
の

は
イ
ギ
リ
ス
の
Ｃ
・
ホ
イ
ー
ト
ス
ト
ン
や
モ
ー

ル
ス
符
号
で
歴
史
に
名
前
が
記
録
さ
れ
て
い
る

ア
メ
リ
カ
の
Ｓ
・
モ
ー
ル
ス
な
ど
が
実
験
を
公

開
し
た
十
九
世
紀
前
半
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
目

標
は
音
声
を
電
気
通
信
で
伝
達
す
る
技
術
テ
レ

フ
ォ
ン
で
あ
り
、
一
八
七
〇
年
代
に
多
数
の

人
々
が
発
明
を
目
指
し
た
。

一
八
七
一
年
に
イ
タ
リ
ア
の
Ａ
・
メ
ウ
ッ
チ

が
重
病
の
愛
妻
と
会
話
を
す
る
た
め
に
電
話
を

発
明
し
た
が
、
自
身
の
ロ
ウ
ソ
ク
製
造
会
社
の

倒
産
の
た
め
特
許
申
請
代
金
が
支
払
え
ず
世
界

最
初
に
な
る
機
会
を
逸
失
し
た
。
五
年
が
経
過

し
た
七
六
年
一
月
に
は
有
名
な
Ｔ
・
エ
ジ
ソ
ン

が
電
話
の
特
許
を
申
請
す
る
が
、
書
類
の
不
備

が
原
因
で
特
許
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ

か
ら
わ
ず
か
一
ヶ
月
後
に
特
許
の
歴
史
で
有
名

な
事
件
が
発
生
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
Ａ
・
Ｇ
・
ベ
ル
は
音
声
を
電
気

信
号
に
変
換
し
て
有
線
で
伝
達
す
る
電
話
を
発

明
し
（
図
２
）、
七
六
年
二
月
十
四
日
に
首
都

ワ
シ
ン
ト
ン
特
許
局
に
申
請
し
た
。
そ
の
わ
ず

か
二
時
間
後
、
Ｅ
・
グ
レ
イ
も
類
似
の
技
術
の

特
許
を
申
請
し
た
が
、
三
月
七
日
に
公
告
さ
れ

た
の
は
ベ
ル
の
特
許
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年

に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
議
会
は
最
初
に
電
話
を
発

明
し
た
の
は
イ
タ
リ
ア
の
メ
ウ
ッ
チ
で
あ
る
と

い
う
決
議
を
し
た
が
、
遅
過
ぎ
た
。

英
日
で
同
時
に
開
発
さ
れ
た
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

音
声
の
伝
達
に
成
功
す
れ
ば
今
度
は
画
像
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
す
で
に
十
九
世
紀
末
期

か
ら
研
究
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
一
八
九
七
年

に
ド
イ
ツ
の
Ｆ
・
ブ
ラ
ウ
ン
が
電
子
ビ
ー
ム
で

画
像
を
表
示
で
き
る
真
空
管
で
あ
る
陰
極
線
管

（
ブ
ラ
ウ
ン
菅
）
を
発
明
し
た
。
一
九
〇
七
年

に
は
、
こ
の
陰
極
線
管
を
利
用
し
た
画
像
受
像

装
置
を
ロ
シ
ア
の
Ｂ
・
ロ
ー
ジ
ン
グ
が
発
明
し

特
許
を
出
願
、
さ
ら
に
一
一
年
に
は
簡
単
な
図

形
を
送
信
し
受
信
で
き
る
実
験
を
実
施
し
た
。

動
画
の
送
信
に
成
功
し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の

Ｊ
・
Ｌ
・
ベ
ア
ー
ド
で
、
一
九
二
六
年
十
月
に

走
査
線
三
十
本
の
画
像
を
毎
秒
五
枚
伝
送
す
る

実
験
に
成
功
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
新
聞
記
者
に
連

絡
し
た
と
こ
ろ
、
精
神
異
常
と
間
違
え
ら
れ
た

と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
し
か
し
翌
年
一
月
に
は

毎
秒
一
二
・
五
枚
の
画
像
の
送
信
を
公
開
し
た

が
、
こ
れ
が
世
界
最
初
の
画
像
伝
送
と
さ
れ
て

い
る
（
図
３
）。
さ
ら
に
二
八
年
七
月
に
は
カ

125

図2  自身の発明した電話を使用するベル（1876）
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ラ
ー
の
画
像
の
送
信
に
も
成
功
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
西
欧
の
動
向
と
は
独

立
に
、
日
本
で
同
様
の
実
験
に
成
功
し
た
人
物

が
い
る
。
浜
松
工
業
高
等
学
校
の
高
柳
健
次
郎

助
教
授
は
「
イ
」
の
文
字
を
走
査
線
四
十
本
で

電
送
し
て
陰
極
線
管
に
表
示
す
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
。
大
正
天
皇
が
崩
御
さ
れ
た
一
九
二

六
年
十
二
月
二
十
六
日
の
こ
と
で
あ
り
、
動
画

で
は
な
い
の
で
厳
密
に
は
ベ
ア
ー
ド
の
技
術
と

同
一
で
は
な
い
が
、
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
の
一

例
で
あ
る
。

エ
ジ
ソ
ン
が
改
良
し
た
白
熱
電
球

エ
ジ
ソ
ン
が
生
涯
に
取
得
し
た
特
許
は
二
一

八
六
件
で
あ
り
、
そ
の
代
表
が
白
熱
電
球
と
さ

れ
る
が
異
論
が
あ
る
。
ま
ず
電
気
を
使
用
し
た

最
初
の
照
明
器
具
は
十
九
世
紀
初
頭
に
イ
ギ
リ

ス
の
Ｈ
・
デ
ー
ヴ
ィ
が
発
明
し
た
ア
ー
ク
電
灯

が
あ
る
。
こ
れ
は
二
本
の
炭
素
電
極
を
接
近
さ

せ
て
通
電
す
る
と
、
電
極
が
白
熱
し
て
発
光
す

る
装
置
で
あ
る
。
一
八
八
二
年
に
は
銀
座
の
街

灯
と
し
て
設
置
さ
れ
た
が
、
発
光
効
率
が
低
率

で
あ
り
、
普
及
し
な
か
っ
た
（
図
４
）。

そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
白
熱
電
球
で
、
蛍
光

電
灯
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
が
登
場
す
る
ま
で
は
照
明

器
具
の
代
表
で
あ
っ
た
。
白
熱
電
球
は
真
空
に

し
た
ガ
ラ
ス
の
球
体
に
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
を
封
入

し
て
電
気
で
白
熱
さ
せ
る
仕
組
み
で
あ
り
、
エ

ジ
ソ
ン
の
発
明
と
さ
れ
る
が
、
原
理
を
発
明
し

て
実
用
に
な
る
電
球
を
最
初
に
製
作
し
た
の
は

イ
ギ
リ
ス
の
Ｊ
・
Ｗ
・
ス
ワ
ン
で
、
一
八
四
八

年
頃
か
ら
実
験
し
、
七
八
年
に
特
許
を
取
得
し

て
い
る
。

そ
の
翌
年
十
一
月
に
エ
ジ
ソ
ン
も
発
明
す
る

が
、
当
時
は
発
光
す
る
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
寿
命

が
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
エ
ジ
ソ
ン
は
六
千

種
類
に
も
な
る
素
材
で
実
験
し
て
竹
材
が
最
適

で
あ
る
と
判
断
し
、
多
数
の
人
間
を
世
界
に
派

遣
し
て
探
索
し
た
結
果
、
京
都
の
八
幡
男
山
の

竹
材
が
最
適
で
あ
る
と
判
明
し
、
何
百
万
個
の

白
熱
電
球
に
使
用
さ
れ
た
。「
才
能
の
九
九
％

は
努
力
」
と
い
う
エ
ジ
ソ
ン
の
言
葉
を
象
徴
す

る
よ
う
な
事
例
で
あ
る
。

産
業
の
コ
メ
と
さ
れ
る
集
積
回
路
の
発
明

こ
こ
で
も
エ
ジ
ソ
ン
が
登
場
す
る
が
、
白
熱

電
球
の
真
空
状
態
の
内
部
に
金
属
板
を
設
置
す

る
と
、
そ
こ
か
ら
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
に
電
流
が
発

生
す
る
こ
と
を
一
八
八
四
年
に
発
見
し
た
。
こ

れ
を
エ
ジ
ソ
ン
効
果
と
い
う
が
、
そ
の
原
理
を

図4 銀座に点灯したアーク電灯（1882）
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図3  自分の装置を説明するビアード（1931）
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応
用
し
て
Ｊ
・
フ
レ
ミ
ン
グ
が
二
極
真
空
管

（
一
九
〇
四
）
を
、
Ｌ
・
ド
・
フ
ォ
レ
ス
ト
が

三
極
真
空
管
（
〇
六
）
を
発
明
し
た
。
こ
れ
は

電
気
回
路
に
必
須
の
技
術
で
あ
っ
た
が
、
課
題

は
寿
命
が
短
命
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
固
体
で
同
様
の
効
果
を
発
揮
す
る
装

置
が
研
究
さ
れ
、
一
九
四
八
年
に
高
純
度
単
結

晶
の
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
を
素
材
と
す
る
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
が
三
人
の
学
者
（
Ｊ
・
バ
ー
デ
ィ
ン
、
Ｗ

・
ブ
ラ
ッ
テ
ン
、
Ｗ
・
シ
ョ
ッ
ク
レ
ー
）
に
よ

っ
て
発
明
さ
れ
、
三
人
は
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞

を
受
賞
し
た
（
図
５
）。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
で
回
路
を
構
築
す
る
と
大
量
の
素
子
を
組

み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
集
約
す
る

技
術
が
研
究
さ
れ
集
積
回
路
が
実
現
し
た
。

ア
イ
デ
ア
と
し
て
は
一
九
五
二
年
以
後
、
い

く
つ
か
提
案
さ
れ
て
い
た
が
、
実
用
に
な
る
技

術
は
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
ス
ツ
ル
メ
ン
ト
の
Ｊ
・

キ
ル
ビ
ー
が
五
九
年
二
月
に
、
フ
ェ
ア
チ
ャ
イ

ル
ド
・
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
の
Ｒ
・
ノ
イ
ス
が
五

九
年
七
月
に
特
許
を
出
願
し
、
長
年
の
係
争
の

結
果
、
ノ
イ
ス
の
勝
利
が
確
定
し
た
。
し
か
し

集
積
回
路
を
製
造
す
る
多
数
の
企
業
が
特
許
の

使
用
に
つ
い
て
合
意
し
て
い
た
た
め
、
実
際
の

製
造
に
は
影
響
し
な
か
っ
た
。

高
峰
の
発
見
に
難
癖
を
つ
け
た
学
者

最
後
に
日
本
の
学
者
が
迷
惑
し
た
有
名
な
事

件
を
紹
介
し
た
い
。
明
治
政
府
が
創
設
し
た
工

部
大
学
校
応
用
化
学
科
を
一
八
七
九
年
に
首
席

で
卒
業
し
た
高
峰
譲
吉
は
ア
メ
リ
カ
の
女
性
と

結
婚
し
、
九
〇
年
以
後
は
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し

て
い
た
。
九
四
年
に
は
現
在
で
も
胃
腸
用
医
薬

品
タ
カ
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い

る
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
を
発
見
、
一
九
〇
〇
年
に
は

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
純
粋
な
結
晶
の
抽
出
に
成
功

す
る
。

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
は
一
八
九
五
年
に
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
学
者
が
発
見
し
た
副
腎
髄
質
か
ら
分
泌
さ

れ
る
ホ
ル
モ
ン
で
、
血
圧
上
昇
作
用
や
止
血
作

用
が
あ
る
た
め
純
粋
な
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
の
抽
出

が
医
学
分
野
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
た
。
高
峰
は

日
本
か
ら
渡
米
し
て
き
た
上
中
啓
三
と
と
も
に

実
験
を
繰
返
し
、
一
九
〇
〇
年
七
月
二
十
一
日

に
抽
出
に
成
功
、
翌
年
、
顧
問
を
し
て
い
た
製

薬
会
社
パ
ー
ク
・
デ
イ
ビ
ス
か
ら
薬
品
と
し
て

発
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
高
峰
の
死
後
の
一
九
二
七
年
、
ア

メ
リ
カ
の
Ｊ
・
Ｊ
・
エ
イ
ベ
ル
が
高
峰
の
発
見

以
前
に
自
分
が
抽
出
し
て
お
り
、
自
分
を
訪
問

し
て
き
た
高
峰
が
横
取
り
し
た
と
発
表
し
、
エ

ピ
ネ
フ
ェ
リ
ン
と
い
う
名
前
を
主
張
し
た
。
エ

イ
ベ
ル
の
抽
出
し
た
物
質
は
純
粋
な
物
質
で
は

な
い
し
、
上
中
の
記
録
で
は
エ
イ
ベ
ル
を
訪
問

す
る
以
前
に
発
見
し
て
い
る
こ
と
が
明
確
で
あ

る
が
、
こ
の
難
癖
に
よ
り
世
界
で
は
エ
イ
ネ
フ

ェ
リ
ン
と
い
う
名
前
が
通
用
し
て
い
る
。

今
回
、
紹
介
し
た
事
例
は
多
数
の
学
者
や
技

師
が
熾
烈
な
競
争
を
し
て
い
る
科
学
や
技
術
の

分
野
で
は
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
先
陣
競
争
の

一
部
で
あ
る
が
、
科
学
や
技
術
と
い
う
一
見
す

る
と
冷
静
で
客
観
的
な
世
界
に
も
、
人
間
の
情

熱
や
欲
望
が
渦
巻
い
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て

い
る
。
日
常
生
活
で
何
気
な
く
利
用
し
て
い
る

製
品
な
ど
が
登
場
し
た
裏
側
に
人
間
の
葛
藤
が

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
も
科
学

や
技
術
へ
の
興
味
を
増
大
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

図5 世界最初のトランジスタ（複製）


